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1　は　じ　め　に

宮城県における主要野菜地帯の土壌は．第三紀土壌，海

成沖積土壌，河川沖積土壌，火山灰土壌の4種掛こ大きく

分けられる。これらの土壌を試験場内の枠圃場に集め，そ

れぞれの土壌における窒素の施肥反応から，土壌の特徴を

明らかにしようとした。

義1供試土壌の性質

2　試　験　方　法

試験年次及び供試作目こナス（千両2号：1987），ジャ

ガイモ（男爵：1988）．ダイコン（春系おはる：1989）

試験場所；宮城県園芸試験場内露地枠圃場

供試土壌；第三紀土壌は試験場内の＿t楓海成沖積土壌

は太平洋岸の砂質土壌，河川沖積土壌は名取川の河川敷，

（l！抱5年）

土 壌 の 種 類 p H （H 2 0 ）　 C E C 市 市　 腐　 植 （％ ）　 燐 酸 吸 収 係 数　 仮　 比　 重　　 土　 性

第 三 雷己凝 灰 岩 6 ．0 9　　　　　　 2 5 ．3　　　　　 1 ．8 4　　　　　 1．17 0　　　　 1 ．0 8　　　　　 L i C

海 成　 沖 積 8 ．7 2　　　　　　 2 ．6　　　　　　 0 ．3 1　　　　　 2 5 0　　　　 1 ．4 7　　　　　　 S

河 川　 沖 積 6 ．0 9　　　　　 1 3 ．4　　　　　 1．田　　　　　　 7 2 0　　　　　 0 ．9 6　　　　　 S L

麟 績 質 火 山 灰 6 ．記　　　　　　 2 1．6　　　　　 1 1．8 2　　　　　 1 ．9 7 0　　　　　 0 ．7 7　　　　　 S L

火山灰土壌は蔵王系のものを供試した。供試土壌の主な

理化学性は．表1のとおりである。

施肥；基肥　窒素標準施用区（N標：表3以下同じ）窒素

倍量施用区（N倍），窒素標準＋わら堆肥4t／10a施用

（標＋堆）（使用した肥料……窒素：硫安．燐酸：リンス

ター，加里：珪酸加里，石灰：消石灰．苦土：硫マグ）

追肥；ナス　3回，ジャガイモ　1回，ダイコン　なし

なお．燐乳塩基掛こついては．前作の跡地土壌の分析

結果から，Truog燐酸で50mg，CaO．MgO．K20は各飽

和度で50．20，10％する不足分を計算し，作付毎に補った。

3　試験結果及び考案

試験に先だち．エンバクを無肥料栽培し，肥沃度を調査

した。表2にその結果を示した。子実茎糞生垂は火山灰，

蓑3　ナス（千両2号）の土壌種類別

表2　エンバンクの無肥料栽培による
土壌種類別収量 （1985年）

第 三 紀 海 成 沖 積 河 川 沖 積 火 山 灰

収 量 （kg ／a ） 6 5 ．8 2 4 ．0 1 2 4 ．0 12 8 ．0

収 量 指 数 1 0 0 3 6 188 19 4

注．4月15日播種，乳熟期（8月13日）の子実茎葉生垂

河川沖積＞第三紀＞海成沖積の順となった。

ナスは，6月23日から10月5日まで収穫したが，そのう

ち7月～9月末までの収量について表3に示した。株当り

収穫個数，収量とも海成沖槙が最も多く，火山灰土壌が穀

も少なかった。窒素を倍皇施用するか．有機物を加えるこ

とによりいずれの土壌も増収したが，その割合は火山灰で

最も高かった。なお，最高収亀は，株当り個数が最も多かっ

7－9月の収量　　　　　　　（1987年）

区

第　　 三　　 露己 海　 成　 沖　 積 河　 川　 沖　 積 火　　 山　　 灰

個　　　 数　 収　　　 量 個　　　 数　 収　　　 量 個　　　 数　 収　　　 量 個　　　 数　 収　　　 丘

（珠当り） （t／10 a） （株当り）　 （l／10 a） （株当り）　 （t／10 a ） （抹当り） （りりO a ）

N　 標 67．1　 3．槌 （1（泊） 79．】　 4．11 （1（追） 7】．9　　 3．94 （100 ） 52．1　 3．04 （10 0）

N　 倍 72．6　　 4，10 （111） 82．3　　 4．53 （110 ） 75．4　　 4，27 （108 ） 75．1　 4．68 （154 ）

棲＋堆 8 5，6　　 4．79 （13 0） 82．9　　 4．47 （109 ） 78．0　　 4．38 （】‖） 73．6　　 4．28 （14 1）

た第三紀の有機物施用区で，10a当り4．79tであった。窒

素倍量と有機物施用との差は土壌により異なり，強枯十の

第三紀と河川沖積では，有機物施用の方が効果が高く，海

成沖積と火山灰土壌ではほとんど差がなかった。

表4はジャガイモの早掘りの収塩を示したものである。

いずれの土壌も目標収史の10a当り3．5tには及ばなかった

が，第三紀と河川沖積の収量が高く，海成沖積と火山灰土

壌で低かった。これは，75g以上にイモが少なかったため

である。窒素倍量施用，又は，有機物施用による効果は，

海成沖積と火山灰土壌でよくみられ，火山灰土壌では有機

物施用の効果が高く，海成沖積では大差なかった。

ダイコンの収量を表5に示した。海成沖積の収量が低かっ
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表4　ジャガイモ（男爵）の土壌種類別収量　　　　　　　　　　（1988年）

区

第　　 三　　 紀 海　 成　 沖　 積 河 Jll 沖　 積 火　　 山　　 灰

M　 以　 上 10 a　当 り M　 以　 上 10 a　当 り M　 以　 上 10 a　当 り M　 以　 L lO a　当 り

個　 数　 脚　 収　 泉 It 偶　 数　 t嘲　 収　 鼠 （働 個　 数 1％）収　 最 （t） 個　 数　 脚　 収　 量 （t

N　 標 6 0．8　 2．7 3 （】00 ） 47．0　 】．76 （100 ） 58．7　　 3．03 （100 〉 3 5．2　 】．57 （100）

N　 倍 4 7．4　　 3．12 （114 ） 6 1．9　　 2．49 （14 1） 68．6　　 2．64 （ 87 ） 51．1　 2．19 （139 ）

梯＋堆 63．3　　 2．79 （102 ） 68．6　　 2．49 （14 1） 53．3　　 3．00 （ 99 ） 4 9，5　　 2．48 （157）

注．Mは75g以上のイモ（3月3トロ横付け．6月28日収穫）

表5　ダイコン（春系おはる）の土壌種頬別収量　　　　　　　　　（1989年）

区

第　　 三　　 紀 海　 成　 沖　 槙 河　 川　 沖　 措 火　　 山　　 灰

根　　　　 垂 根　　　　 垂 根　　　 垂 根　　　 垂

（g／本） （座／d ） （g ／本） （厄／d ） （g ／本） （kg′d ） （g ／本） （毎／d ）

N　 標 7 73　　 3．44 （1（刀） 朋6　 1．98 （100 ） 789　　 3．51 （1叩 ） 706　 3．14 （1（氾）

N　 倍 1．08 3　　 4．8 1 （】40 ） 58 7　 2．61 （132 ） 603　　 2．68 （ 76） 839　 3．73 （119）

標＋堆 948　　 4，21 （123 ） 542　　 2．4 1 （122 ） 774　　 3．44 （98 ） 1．0 16　 4．5 1 （144 ）

注．5月25日揮払　7月21日収穫（生育日数57日）

たほかは，同程度の収・星となった。窒素倍現施札　又は．

有機物施用による効果は．河川沖積を除くt蟻でみられた

が∴窒素倍星施用の効果が高かったのは∴第三紀と海成沖

積で，火山土壌では有機物の効果が優れた。

海成沖積上蟻では，基肥窒素を標準で栽培した場合，ジャ

ガイモ，ダイコンで他の土壌よりも収鴇が低くなり，窒素

分が，不足したことが考えられる（表4，5）。しかし－　ナ

スのように追肥を3回に分けて施した場合は，他の土壌と

同程度かそれ以上の収量を得ることができた（表3）。こ

のことから，砂質土壌では養分の流亡を見越して窒素肥料

を分けて施することが有効であろう。

火山灰土壌では，早触りジャガイモの結果から明らかな

ように，地上部垂を総イモ竜で除した値が他の土壌に比べ

高く，また，収穫したイモの大きさでも75g以上のものが

少なかったことから．火山灰土壌では，同一施肥条件

表6　跡地土壌分析（作土のみ）

では，他の十域に比べ生育が遅れ気味であることが推察

される。

第三紀と河川沖積土壌については，窒素標準施用では．

供試した作物ともやや河川沖積土壌の収虫が高くなったが，

窒素を倍億施用するか有機物を施用した効果は．第三紀上

嬢の方が多少みられた。

跡地t域の結果を表6に示した。海成沖積を除く土壌で

はいずれも基肥窒素を倍邑施用したことによってpHが低

下した。海成沖積でpHが低下しなかったのは，土壌中に

残存している貝殻のカルシウムが溶出したためと考えられ

る。燐酸と塩素某額は，一作ごとに一定基準以上になるよ

うに不足分を補っているが，作付後にはかなりばらつきが

みられた。特に火山灰十域では養分の減少が大きく，毎作

ごとに補給が必要であると思われた。また，有機物施用に

ょりCtlCが明らかに高くなったのは，海成沖積と火山灰

（1領7年10月採上）

土　　 壌 区

p H　　 T ru O g　 C E C　 石　 伏　 苦　　 土　 加　 里　 C a O　　 M g O

P 2 0 ，　　　　　 飽 和 度　 飽 和 度　 飽 和 目安

（H 2 0 ）　 （喝 ）　 （m e ）　 （％ ）　 （％ ）　 （％ ）　　 M g O　　 K 2 0

第 三 紀

N　　 標 6 ．0 6　　 16 ．2　　　 2 6 ．0　　　 5 7 ．3　　　 2 4 ．0　　　　 5 ．4　　　　 2 ．4　　　　 4 ，4

N　　 倍 5 ．7 7　　　 2 1 ．4　　　 2 4 ．7　　　 5 6 ．4　　　 2 2 ．0　　　　 6 ．3　　　　 2 ．6　　　　 3 ．5

標 ＋　 堆 6 ．0 2　　　 2 1 ．6　　　 2 4 ．2　　　 4 9 ．4　　　 2 0 ，2　　　　 5 ．3　　　　 2 ．5　　　　 3 ．8

海 成 沖 趨

N　　 標 8 ．6 2　　 14 ．4　　　　 2 ．6　　 1 5 0 ，2　　 1 3 ．1　　 1 1 ．1　　 1 1 ．5　　　 1．2

N　　 倍 8 ，6 2　　 13 ．】　　　 2 ．6　　 13 4 ．0　　 】4 ．1　　 10 ，3　　　　 9 ．5　　　 1．4

轡 ＋　 堆 8 ，33　　　 42 ．4　　　　 3 ．1　 】2 9 ．4　　 1 6 ．3　　　　 9 ．9　　　　 7 ．9　　　 1．7

河 川 沖 積

N　　 梼 5 ．7 7　　 】4 ．6　　 】3 ．2　　　 5 1．0　　 1 4 ．5　　　　 6 ．3　　　　 3 ．5　　　　 2 ．2

N　　 倍 4 ．6 7　　 】0 ．0　　 13 ．1　　 4 0 ．9　　 1 1．2　　　 7 ．2　　　 3 ．7　　　 1．6

棟 ＋　 堆 5 ．6 3　　 10 ，8　　 1 3 ．3　　　 5 2 ．3　　 16 ．8　　　　 8 ．9　　　　 3 ．1　　 1．9

火 山 灰

N　　 轢 6 ．4 6　　　 7 ．0　　　 2 1 ．8　　　 4 8 ．9　　 15 ．4　　　 6 ．3　　　 3 ．2　　　 2 ．5

N　　 倍 5 ．3 6　　 1 1．3　　　 2 0 ，8　　　 4 0 ．5　　　 8 ．6　　　 2 ．8　　　 4 ．7　　　 3 ．1

標 ＋　 堆 6 ．4 6　　　 3 ．8　　　 2 2 ．2　　　 4 9 ．4　　 18 ．5　　　 3 ．6　　　 2 ．7　　　 5 ．1

土壌で，第二紀と河川土壌では，有機物施用により積極的

にC11Cを高めることはなかった。

4　ま　　と　　め

（1）海成沖積土壌では，茸分の流亡を考え，肇刻巴料を．

分施するのが望ましい。

（2）火山灰土壌では他の上蟻に比べ生育が遅れ気味で，

燐酸，塩基類の減少が大きい傾向がある。

4種類の異なった土壌を用い，同一施肥管理のもとで2，　（3）窒素倍虫及び有機物施用により増収効果がみられた

3の作物を栽培したが，生育，収鼠並びに跡地土壌の毒　が，窒素倍量施用はpHを低下させた。有機物の効果は海

分残存虫などに違いがみられた。　　　　　　　　　　　成沖積と火山灰土壌でCIくCの富加として現われた。
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